
月　刊

読
者
の
伝
言
板

読者のみなさんのページです。
21ページに掲載している広報ク
イズの答えと一緒に、気ままなひ
とこと、ちょっと言いたいひとこ
とを、お待ちしています。

●
冬
の
豪
雪
、
今
回
の
大
震
災
と
、

色
々
な
事
が
起
き
て
い
て
も
季
節

の
時
間
は
ち
ゃ
ん
と
進
ん
で
い
る

の
で
す
ね
。
家
の
周
り
の
ス
イ
セ

ン
や
梅
が
咲
い
て
い
る
の
を
見

て
、
被
災
地
の
か
た
が
た
が
少
し

で
も
早
く
元
の
生
活
に
戻
れ
る
よ

う
、
ま
た
復
興
に
携
わ
っ
て
い
る

か
た
が
た
が
体
に
気
を
つ
け
て
無

事
に
作
業
が
進
み
ま
す
よ
う
、
切

に
願
い
ま
す(
か
あ
ち
ゃ
ん
　
48

歳
・
手
形)

●
地
震
で
停
電
に
な
っ
た
夜
、
過

ぎ
し
昔
に
学
徒
動
員
で
軍
需
工
場

に
動
員
さ
れ
、
戦
争
末
期
の
時
期

で
空
襲
に
毎
夜
遭
い
、
暗
闇
の
中

を
逃
げ
回
っ
た
事
が
思
い
出
さ
れ

ま
し
た
。
被
災
に
あ
っ
た
か
た
が

た
の
大
変
さ
を
思
い
、
一
日
も
早

い
復
興
を
祈
り
、
手
を
合
わ
せ
て

お
り
ま
す(

Ｋ
・
Ａ
さ
ん
　
82

歳
・
牛
島)

●
節
電
節
約
。
や
れ
ば
多
い
、
大

き
い
数
字
だ
と
思
い
ま
し
た(

マ

リ
リ
ン
さ
ん
　
58
歳
・
外
旭
川)

●
今
回
の
地
震
で
防
災
バ
ッ
ク
の

点
検
を
し
た
と
こ
ろ
、
８
年
前
の

期
限
切
れ
の
も
の
で
び
っ
し
り
。

い
つ
で
も
持
ち
出
せ
る
は
ず
と
思

っ
て
い
た
の
に
、
中
身
は
子
ど
も

た
ち
が
乳
児
だ
っ
た
こ
ろ
の
も
の

ば
か
り
。
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
電

話
を
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
考
え

て
、
連
絡
先
を
書
い
た
も
の
や
小

銭
を
準
備
し
た
り
、
古
く
な
っ
た

食
品
な
ど
を
入
れ
替
え
た
り
し
て

コ
ン
パ
ク
ト
に
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
し
ま
し
た
。
前
回
の
広
報
あ
き

た
を
参
考
に
雨
具
や
マ
ス
ク
も
追

加
。
ホ
ン
ト
は
使
う
日
が
来
な
い

と
い
い
の
で
す
が
…(

伊
藤
久
美

さ
ん
　
42
歳
・
土
崎)

●
地
震
・
津
波
・
洪
水
の
恐
ろ
し

さ
を
身
近
に
実
感
し
ま
し
た
。
立

場
を
自
分
に
置
き
換
え
え
て
家
の

中
を
整
理
中
。
今
、
毎
日
生
活
で

き
る
幸
せ
を
か
み
し
め
て
、
い
く

ら
で
も
義
援
金
に
し
て
お
り
ま

す
。
家
族
で
一
緒
に
暮
ら
せ
る
こ

と
を
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す

(

猫
じ
い
さ
ま
　
64
歳
・
豊
岩)

●
ス
イ
セ
ン
、
ク
ロ
ッ
カ
ス
、
ヒ

ヤ
シ
ン
ス
な
ど
、
春
の
花
が
咲
き

始
め
ま
し
た
ね
。
震
災
で
大
変
な

状
況
で
す
が
、
世
の
中
の
本
当
の

春
が
来
る
の
を
願
い
た
い
で
す(
藤

井
美
紀
さ
ん
　
42
歳
・
桜
ガ
丘)

●
わ
が
家
か
ら
見
え
る
太
平
山
は

ま
だ
白
い
山
で
す
。
今
年
か
ら
家

庭
農
園
を
借
り
て
畑
仕
事
を
す
る

４月24日、東日本大震災の被災地支援のためのチャリティー

コンサートが土崎のセリオンリスタで開かれました。秋田中央高

校吹奏楽部のみなさんや県内で活躍するミュージシャンたちが、

被災者への思いを込めて演奏や歌を披露しました。

中央高校吹奏楽部部長の進藤由依さん(３年)が「行事が続く時

期で大変だったのですが、『被災者のために私たちにできること

をやろう』『音楽を演奏することで元気をあげたい』と出演を決め

ました。いつも以上に気合いが入りました」と話すとおり、熱気

ある、心がこもったすばらしい演奏でした。この温かい気持ちは

きっと被災地へ届き、元気を与えてくれることでしょう。

中央高校吹奏楽部がチャリティーコンサート　

被災者のみなさんに音楽で元気を

〝がんばれ東北〟の思いを込めて

演奏に合わせて歌とダンスも披露♪
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おしゃべりかわらばん

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
何
を
植
え

よ
う
か
な
あ
。
今
か
ら
楽
し
み
で

す(

ア
マ
リ
リ
ス
さ
ん
　
64
歳
・

将
軍
野)

●
５
月
、
い
つ
か
休
み
が
取
れ
た

ら
ゼ
ッ
タ
イ
友
だ
ち
と
小
泉
潟
公

園
に
行
く
ぞ
〜
。
私
が
運
転
で
、

友
だ
ち
が
地
図
に
な
り
…
。
天
気

が
ゼ
ッ
タ
イ
晴
れ
ま
す
よ
う
に
！

友
だ
ち
と
休
み
が
合
う
の
は
月
１

〜
２
回
で
す(

鈴
木
さ
く
ら
さ
ん

54
歳
・
河
辺)

●
キ
タ
ス
カ
が
オ
ー
プ
ン
し
て
、

私
が
住
む
北
部
地
区
が
便
利
に
な

り
そ
う
で
す
。
取
扱
業
務
が
増
え

て
う
れ
し
い
で
す(
ま
る
こ
さ
ん

37
歳
・
将
軍
野)

係から
ひとこと４

月
か
ら
広
報
広
聴
課
に
職
場
が
移
り
、

広
報
あ
き
た
の
担
当
に
な
り
ま
し
た
。

広
報
あ
き
た
は
情
報
量
も
多
く
内
容
も
幅

広
く
、
知
ら
な
い
こ
と
や
慣
れ
な
い
こ
と

ば
か
り
で
、
あ
た
ふ
た
す
る
毎
日
で
す
。

お
ま
け
に
校
了
前
に
今
流
行
し
て
い
る

胃
腸
炎
に
か
か
り
、
て
ん
や
わ
ん
や
な
状

態
で
今
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
ま
す
が
、

こ
ん
な
新
人
の
苦
悩
の
日
々
も
い
つ
か
、

な
つ
か
し
い
良
い
思
い
出
に
な
り
ま
す
よ

う
に
…
。
そ
し
て
市
民
の
み
な
さ
ん
に
少

し
で
も
喜
ば
れ
る
よ
う
な
広
報
紙
を
作
成

で
き
る
立
派
な
ス
タ
ッ
フ

を
め
ざ
し
て
、
日
々
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

(

杏
子)

ケーキできたよ！

「親子でケーキ
作り」に参加し
た梅田和登ちゃ
ん(２歳)と麻美
さん(将軍野)

今日は「ばっけの会」で
ケーキ作り。このような会
は友だちもできますし、ふ
だんから活用しています。
息子と一緒に作った〝こい
のぼりケーキ〟はおいしそ
うな出来映え！　家族みん
なで食べようと思います。

市と県警察本部、㈱秋田放送は、㈱エフエム秋田、
災害時にライフラインなどの情報をラジオで放送
することについて協定を結びました。

東日本大震災メ
ッセージボード
に書き込みした
石井慧さん(明
徳小６年)

くじけず強い心で
被災者のみなさんへ向け

た千秋公園のメッセージボ
ードに「できるだけの節電
をぼくはがんばります」と
書き込みました。みなさん
不安な気持ちだと思います
が、強い心で頑張ってほし
いです。

セリオンの「お
菓子フェスタ」
に来場した小玉
勇雄さんとノリ
子さん(外旭川)

にぎわいで明るく
ついつい手が伸びる甘い

物。今日は春らしく、よも
ぎ大福などを買いました。
おいしいものがあり、賑わ
いもあり…。震災で大変な
中でも少しでも明るくなる
よう、こういった賑わいづ
くりは大事だと感じました。

わらしべ貯金
箱のサポータ
ーをしている
伊藤恵美子さ
ん(東通)

大きな善意に感激
岩手を訪れていたとき震

災に遭い、助けてもらいま
した。今、自分ができるこ
とがないかとチャリティー
フリマ「わらしべ貯金箱」
のサポーターになりました。
みなさんの大きく温かい善
意にとても感激しました。

歴史は魅力いっぱい！

秋田城跡のボラ
ンティアガイド
名誉会長の池田
重兵衛さん(寺
内)

寺内の秋田城跡ではボラ
ンティアガイドがいつでも
案内します。お客さんの時
間や要望に合わせたガイド
を心がけています。一番の
見所は復元された政庁。先
祖が残した歴史をぜひ多く
のかたに知ってほしいです。

法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

このたび人権擁護委員を退職された４人
のみなさん(写真左から、田中伸一さん、
吉田明子さん、笹村淳子さん、澤口龍文さ
ん)に、国民の人権擁護と人権思想の普及
に貢献した功績により、４月19日、法務大
臣から感謝状が贈られました。

新任のお知らせ…４月１日から津谷ゆき子さん(御所野)
が人権擁護委員に委嘱されました。
※お住まいの近くの人権擁護委員に相談したいときは、
秋田地方法務局人権擁護課へ。☎(862)1443

人
権
擁
護
の
普
及
に
寄
与
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